
2 0 2 3年 8月 2 7日　  朝 礼 拝 順 序　 (午 前 1 0 時 半 )　　　 (№ 3 5 )　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　司式　杉山昌樹牧師 

　  前 　　　　 奏　　  　　　　　　　　　　　　　　　 奏楽　豊島慶子姉

　  開　会　招　詞　コロサイの信徒への手紙3章16節

＊  賛　  美　　歌　　９２:１（ソングシート）
1. 新しき歌もて　主をたたえまつれ。主は奇すしき業を成し遂げたまえり。主は救いの

あたら うた く わざ な と すく

業を力もて果たし、世界の国々に勝利を告げたもう。 
は せ か い か ち つ

＊  開　会　祈　祷　
　  罪　の　告　白　 祈祷書2　罪の告白①

神よ、わたしを憐れんでください。御慈しみをもって。深い御憐れみをもって、背きの罪を
かみ あわ おんいつく ふか おんあわ そむ つみ

ぬぐい去ってください。わたしの咎をことごとく洗い、罪から清めてください。わたしは咎の
さ とが あら つみ きよ とが

うちに産み落とされ、母がわたしを身ごもったときも、わたしは罪のうちにあったのです。わ
う お はは み つみ

たしを洗ってください。雪よりも白くなるように。神よ、わたしの内に清い心を創造し、新し
あら ゆき しろ かみ うち きよ こころ そうぞう あたら

く確かな霊をさずけてください。救いの喜びを再びわたしに味わわせ、自由の霊によって支え
たし れい すく よろこ ふたた あじ じ ゆ う れい ささ

てください。主よ、わたしの唇を開いてください。この口は、あなたの賛美を歌いま
しゅ くちびる ひら くち さ ん び うた

す。　　　主イエス・キリストの御名によって。ア－メン。　　(詩編51)
しゅ い え す き り す と み な

　　　 罪の赦しの宣言　　

十　　　　　戒　　 祈祷書4
1. あなたは、わたしのほかに、何者をも神としてはならない。

なにもの かみ

2. あなたは自分のために刻んだ像を造ってはならない。それにひれ伏してはなら
じぶん きざ ぞう つく ふ

　　ない。それに仕えてはならない。
つか

3. あなたは、あなたの神、主の名を、みだりに唱えてはならない。主は、
かみ しゅ な とな しゅ

　　み名をみだりに唱える者を、罰しないではおかない。
な とな もの ばっ

4. 安息日をおぼえて、これを聖とせよ。
あんそくにち せい

5. あなたの父と母を敬え。
ちち はは うやま

6. あなたは殺してはならない。
ころ

7. あなたは姦淫してはならない。
かんいん

8. あなたは盗んではならない。
ぬす

9. あなたは隣人について偽証してはならない。
りんじん ぎしょう

10.あなたは隣人の家をむさぼってはならない。隣人の妻、またすべて隣人
りんじん いえ りんじん つま りんじん

　　のものをむさぼってはならない。　　　　　(出エジプト20、申命記5)

＊  賛　　美　　歌　　９２：２（ソングシート）
2. 主はみいつくしみとまこととをもちて、イスラエルの家を顧みたまえり、地の果てま

かえり は

ですべて　人々は見たり、わが神の救いの大いなる御業を。 
み み わ ざ



公 同 の 祈 祷　６　ニケア信条
我らは、唯一の全能の神、天と地と、すべて見えるものと見えざるものとの創造者を信ず。
われ ゆいいつ ぜんのう か み て ん ち み み そうぞうしゃ しん

我らは、唯一の主、神の独り子、イエス・キリストを信ず。主は、あらゆる世のさきにみ父より生
われ ゆいいつ しゅ かみ ひと しん しゅ よ ちち う

まれ、神よりの神、光よりの光、造られずして生まれ、み父と同一の本質にいます真の神。万物は
かみ かみ ひかり ひかり つく う ちち どういつ ほんしつ まこと かみ ばんぶつ

彼によりて造られた。主は、我ら人間のため、我らの救いのために天より降り、聖霊によって
かれ つく しゅ われ にんげん われ すく てん くだ せいれい

処女マリアより受肉して人となり、我らのために、ポンテオ・ピラトのもとに十字架につけら
お と め じゅにく ひと われ じゅうじか

れ、苦しみを受け、葬られ、聖書に従って三日目によみがえり、天に昇り、み父の右に座し、生け
くる う ほうむ せいしょ したが み っ か め てん のぼ ちち みぎ ざ い

る者と死ねる者とを審くために、栄光をおびて再び来たりたもう。その御国は終わることがな
もの し もの さば えいこう ふたた き み く に お

い。我らは、生命の与え主にして、主なる聖霊を信ず。聖霊はみ父と御子とより出で、み父と御子
われ せいめい あた ぬし しゅ せいれい しん せいれい ちち み こ い ちち み こ

とともに礼拝され、あがめられ、預言者を通して語りたもう。我らは、唯一の聖なる公同の使徒的
れいはい よげんしゃ とお かた われ ゆいいつ せい こうどう し と て き

教会を信ず。我らは、罪の赦しのための、唯一の洗礼を告白す。我らは、死人のよみがえりと、来
きょうかい しん われ つみ ゆる ゆいいつ せんれい こくはく われ し に ん き

たるべき世の命とを待ち望む。　アーメン。
よ いのち ま のぞ

献　　　　　 金　　（黒）教会活動・（赤）聖書協会　　70
　　　　今献ぐるそなえものを　主よ　清めて受けたまえ　アーメン　
聖　書　朗　読　　イザヤ30章18－21節(旧約聖書1108頁)

テサロニケの信徒への手紙Ⅰ1章1－10節（新約聖書374頁）
説　教・祈　祷　「言葉と生きる人」杉山昌樹牧師

＊  賛　  美　　歌　   ３５:１-２（ソングシート）
1. 十字架のうえに　屠られたまいし　こよなくきよき　み神のこひつじ、

ほふ

わがため悩みを　しのびたまいし　み恵み　げにもとうとし。 
なや

2. 十字架のうえに　屠られたまいし　こよなくきよき　み神のこひつじ、
み救いあらずば　罪のこの身は、ほろびをいかでまぬがれん。アーメン
＊  主　の　祈　り　  　祈祷書1

 天にまします我らの父よ
てん われ ちち

 願わくは御名をあがめさせたまえ
ねが み な

 御国を来たらせたまえ　 御心の天になるごとく  地にもなさせたまえ
みくに き みこころ てん ち

 我らの日用の糧を  今日も与えたまえ
われ にちよう かて き ょ う あた

 我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく 我らの罪をも赦したまえ
われ つみ おか もの われ ゆる われ つみ ゆる

 我らを試みに会わせず  悪より救い出したまえ
われ こころ あ あく すく いだ

 国と力と栄えとは  限りなく汝のものなればなり　　ア－メン。
くに ちから さか かぎ なんじ

＊  頌　　　　　栄　  　６６
世をこぞりて、ほめたたえよ　みさかえつきせぬ、あまつかみを。 アー ‿ メン 
＊  祝　　　　　祷　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　

　  後　　　　　奏　　 （黙祷） 

　　報　　　　　告  司会加藤良明長老・受付古澤兵庫長老（次週：那珂百合子・加藤
良明長老）　　　 



礼拝当番/献金当番 ）千坂智津子、坂井基起/八児慶汰、堀口恵理 次週）田辺幸一、桑原健
次
本日　受付 １階：若月学執事　２階：古澤迪子執事 ／ZOOMホスト・録音：番場験也

次週　受付 １階：大日南隆夫執事　２階：星野房子執事 ／ZOOMホスト・録音：森永

翔馬　　　　　　　　　　　　　　　
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